
当社取締役会が備えるべき知識・経験・能⼒等（スキル）

当社の取締役は、その資格において、社内・社外の区別を問わず、誠実な⼈格、⾼い識⾒と能⼒を備えるべきこととしています。また、当社は、中期経営計画2026
において、「No.1 事業群」をテーマに掲げ、強みを核とした個別事業の強化、成⻑の原動⼒である⼈と組織の強化を通じた事業ポートフォリオ変⾰を進めてまいり
ます。これらの取組により当社グループの競争優位を磨き、社会課題解決を通じた成⻑の実現に取り組んでまいります。この経営計画の実現に向けて取締役会がその
役割である重要な経営事項の決定と業務執⾏の監督の機能を⼗分に発揮するため、取締役会として備えるべき知識・経験・能⼒等（以下、「スキル」）を以下のとお
り特定しています。「ガバナンス」と「グローバル視点」は、全ての取締役が備えるべきスキルであり、その他の７つは取締役会全体で備えるべきスキルと考えてい
ます。なお、監査等委員である取締役については、取締役の職務執⾏を監査するため、これら７つのスキルのうち「企業経営」、「財務・会計」及び「法務・リスク
マネジメント」を特に重要視しています。当社取締役会に求められるスキルは、経営戦略や外部環境の変化に応じて変わり得ますので、今後も必要なスキルについて
取締役会で議論し、必要に応じて変更し、その内容を開⽰します。

全ての取締役が備えるべきスキル、及びその理由

株主の負託に応え、同時に全てのステークホルダーの利益に適う経営を実現するため、全ての取締役がガバナンスに関して⾼度な知⾒を⼗分に備えて
いることが必要と考えています。当社が考えるガバナンスの要諦は、「住友商事コーポレートガバナンス原則」において、「経営の効率性の向上」と
「経営の健全性の維持」、及び「経営の透明性の確保」であると定めています。
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取締役会全体で備えるべきスキル、及びその理由

当社が世界各国で取引・事業投資を⾏っている観点から、全ての取締役がグローバルな視点での⾼い識⾒を有することが必要と考えています。異⽂化
や異なる産業構造、最新の地政学等を踏まえ、不確実性の⾼い状況においても注意深さと機動性を兼ね備えた最適な経営戦略を⽴案、実⾏し、また当
該経営執⾏を適切に監督できる能⼒が本スキルに該当すると考えています。

当社は、様々な事業活動を⾏い、安定的で持続的な企業価値向上を⽬指しています。取締役会は当社の重要な経営事項の決定と業務執⾏の監督を⾏う
機関であり、常に変化する事業環境において、ステークホルダーの期待に応えながら当社の経営理念に適う価値創造を実現するため、最適な経営戦略
を⽴案、実⾏する経営マネジメントスキルを重要視しています。

当社では、優先的に取り組むべき重要な課題としてのマテリアリティを特定し、これを経営の根幹に据え、当社の事業が社会に貢献しているかを常に
意識しています。社会課題をめぐる⻑期的な事業環境変化を⾒通し戦略的に経営資源を配分し、持続可能な社会と当社の持続的成⻑を実現するサステ
ナビリティ経営を進めており、その実⾏と監督のため、サステナビリティに関する国際潮流や課題把握等の知⾒・スキルを重視しています。

当社は、持続的な企業価値の向上を図るため、成⻑投資と強固な財務基盤の健全なバランスを保ちながら、中⻑期的な利益成⻑と株主還元の増加を⽬
指して取り組んでいます。その実現に向けて適切な意思決定を⾏うため、また、ステークホルダーに対して当社の取組を正しく伝えるために、正確な
財務報告を適時に⾏う必要があります。これらの実⾏と監督のため、財務・会計に関する専⾨的なスキルを重要視しています。

当社が持続的かつ健全に成⻑するには業績安定・体質強化・信⽤維持の三点が重要と考えており、この⽬的のため、商取引や事業投資等の事業機会に
伴うリスクを評価、分析し、全社のリスク量を体⼒（株主資本）の範囲内に収め、リスクに対するリターンを最⼤化する等、適切なリスクマネジメン
トを⾏います。そのために必要な取引・投融資の審査、モニタリングや、コンプライアンス・法務リスク管理を含む各種のリスクマネジメントのスキ
ルを重要視しています。

当社は⼈材を最も重要な経営資本と位置付け、⼀⼈ひとりに⾃律的な成⻑と⾃⼰実現の場を提供し、⼈材マネジメントサイクルの⾼度化に取り組むこ
とで、多様な⼈材と組織のパフォーマンスを最⼤化し経営戦略を推進すると共に、新たな価値創造に繋げています。とりわけDE&Iを「価値創造、イ
ノベーション、競争⼒の源泉」と位置付け重要視しています。取締役会においてこれらの重要な決定やその監督を⾏う観点から、⼈事・⼈材開発のス
キルを重要視しています。

当社は様々な事業分野で事業投資を展開しています。当社の戦略に合致する投資案件を選定・遂⾏し、企業価値最⼤化を図るため、またその進捗を監
督していくため、投資・M&Aのスキルを重要視しています。投資テーマの明確化や戦略への適合性判断、投資対象の適正な価値評価、投資実⾏後のモ
ニタリングや最適な資産⼊替時期の⾒極めなどのスキルがこれに該当し、業務執⾏者（執⾏役員等）からは⼀歩離れた⽴場から投資案件を俯瞰し意⾒
を述べることが取締役会に期待されると考えています。

テクノロジーの加速度的発展により社会・産業構造が⼤きく変化していく中、当社はこの変化に機敏に対応し、変化を先取りした事業の変⾰、新たな
ビジネスの創出を⾏い価値創造へ繋げていきます。また、事業遂⾏においてAIなどの新しいデジタルテクノロジーを当社の価値観の下で有効に活⽤し、
当社⾃⾝の事業基盤の改⾰を実現します。これらの意思決定及びその監督を⾏うため、IT・DX・テクノロジーのスキルを重要視しています。



⽒名 地位
知識 ・ 経験 ・ 能⼒等（スキル）

企業経営 投資・M&A IT・DX・テクノロジー サステナビリティ 財務・会計 法務・リスクマネジメント ⼈事・⼈材開発

● ● ●
 南部 智⼀  取締役 ● ● ● ●

 兵頭 誠之  取締役会⻑ ● ● ●

● 副会⻑

 上野 真吾  代表取締役 ● ● ● ● 社⻑執⾏役員

 清島 隆之  代表取締役 ● ● ● ● 副社⻑執⾏役員

 諸岡 礼⼆  代表取締役 ● ● ● 副社⻑執⾏役員

 井⼿ 明⼦  社外取締役 ● ● ●

 御⽴ 尚資  社外取締役 ● ● ● ● ●

 ⾼原 豪久  社外取締役 ● ● ●

●

 ⼤槻 奈那  社外取締役 ● ● ●

 朝倉 陽保  社外取締役 ● ●

 御⼦神 ⼤介  取締役
（常勤監査等委員） ● ● ● ●

 坂⽥ ⼀成  取締役
（常勤監査等委員） ● ●

●

 稲⽥ 伸夫  社外取締役
（監査等委員）

 ⻑嶋 由紀⼦  社外取締役
（監査等委員） ● ●

● ●

 國井 泰成  社外取締役
（監査等委員） ● ●

各取締役が有するスキル

上記で特定した取締役会全体で備えるべきスキルのうち、各取締役が現に有するスキルを下表で表⽰しています。各取締役のスキルは、その経歴、知識、経験、能⼒、
保有資格、具体的な成果などを総合的に考慮し、各取締役と協議のうえ、決定しています。
また、各取締役の略歴を当社ウェブサイトに公表していますので、ご参照ください。
https://www.sumitomocorp.com/ja/jp/about/company/officer


